
• 広報活動として看板を作成・設置するこ
とで地域内での周知が図られており、活
動の参加率が高く、地域一帯となった活
動を実施している。

• 定期的に意見交換会を行い、農地や農業
用施設の状況が共有されることで、遊休
農地の発生が抑制されている。

• 農地・農業施設・集落環境といったもの
が地域の資源であるという認識が広がり、
活動への参加者のモチベーションに繋
がっている。

• 地域内９箇所のため池は、用水の安定供
給や防火用水としての活用のほか、初夏
に蛍が飛び交うなど地域の中核を担って
いる。

波及効果

萩生川東集落活動組織（東吾妻町）

推薦項目
□子供の参画 □女性の参画

□学校と連携 □行政と連携

□地域交流 □参加率

□事務に工夫 ■広報

□環境保全 □工事

□遊休農地解消

地区の概要
取組面積 12.2 ha

(田 9.6 ha、畑 2.6 ha)
資源量 水 路 6.7 km

農 道 3.6 km
ため池 9 箇所

主な構成員 農業者、大谷おしどり会、
獅子舞保存会

交付金 約 90.2 万円
農地維持支払
資源向上支払（共同・長寿命化）

はぎゅうかわひがし 中間農業地域

活動内容・成果

◇ため池浚渫状況 ◇参加者集合写真 ◇広報看板設置状況◇草刈り状況

• 本地域は、榛名山の西麓、東吾妻町萩生集落を南北に縦断する国道406号の東側
で、周囲を林地に囲まれた豊かな自然の中で、水稲を中心として耕作が行われて
いる地域である。

• 過去には、農地整備を実施しており、現在では一部の水田で地域ブランド米「さ
くや姫」の作付も行われている。

• 本活動を通じて、地域で一体となった環境保全活動や施設の管理を目指している。


